
投票環境の向上に関する検討会（第１回） 

日時：令和３年８月５日（木）１０時～ 

場所：北九州市立生涯学習総合センター 

次 第 

１ 開会 

  ２ 座長挨拶 

  ３ 意見交換 

（１）投票環境等の概要 

（２）期日前投票のあり方等 

４ 閉会 
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学識経験者 

（全般） 

北九州市立大学 名誉教授 山﨑 克明 

北九州市立大学法学部政策科学科 准教授 森  裕亮 

北九州市立大学法学部政策科学科 専任講師 上條 諒貴 

地域活動を通じた

生涯学習 

小倉北区明るい選挙推進協議会 会長 大森 福己 

若松区明るい選挙推進協議会 会長 大石 紀代子 

子育て層 北九州市ＰＴＡ協議会 副会長 森谷 康弘 

報道関係者 

ＮＨＫ北九州放送局 放送部長 井手 昇 

毎日新聞西部本社 報道部北九州担当部長 山田 宏太郎 

専 

門 
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高齢者 

障害者 

地域福祉 

北九州市障害福祉ボランティア協会 副理事長 古賀 由美子 

北九州市社会福祉協議会 施設部長 公文 真理亜 

商業施設 
イオンモール株式会社 

（イオンモール八幡東 営業担当） 
吉田 順子 

主権者教育の推進 

教育委員会 教育振興担当課長 竹永 政則 

福岡県公立高等学校長協会北九州地区 会長 

（福岡県立小倉高等学校 校長） 
乕谷 浩一 

子育て層 北九州市ＰＴＡ協議会 母親委員会 委員長 古森 利香 

地域づくり 田原市民センター 館長 安東 布司子 

情報発信 

ラジオパーソナリティ 

（北九州市人権啓発番組等ナレーター）
鶴田 弥生 

ＫＩＴＡ９ＰＲ部 

（まちの魅力を発信する１８歳～２０代の若者チーム） 
KITA９PR 部員 

若年層 
北九州市立大学生 

（R2 大学生のつどいメンバー） 
西園 響輝 

青年層 

北九州商工会議所 

（トータルテック株式会社 代表取締役） 
鍋島 律子 

北九州青年会議所まちの未来創造委員会 委員長 

（飲食店経営） 
渡  亮太 

北九州青年経営者会議 組織開発委員会 委員長 

（税理士業） 
財前 和弥 

遊生染織工房 主宰（小倉織） 築城 則子 
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検討項目とスケジュール（案） 

１ 検討項目 

（１）今後の期日前投票等のあり方 

（２）主権者教育の更なる仕組みづくり 

（３）新たな選挙啓発の方向性 

２ スケジュール（案） 

日程 議題 

第１回 

令和３年８月５日（木） 
・投票環境等の概要 

・今後の期日前投票等のあり方（１回目） 

第２回 

令和３年８月下旬 

     ～９月中旬 

・今後の期日前投票等のあり方（２回目） 

・主権者教育の仕組みづくり（１回目） 

第３回 

令和３年１１月初旬 
・主権者教育の仕組みづくり（２回目） 

・新たな選挙啓発の方向性（１回目） 

第４回 

令和３年１２月初旬 
・新たな選挙啓発の方向性（２回目） 

・総論／まとめ（１回目） 

第５回 

令和４年１月中旬 ・まとめ（２回目） 

※第３回以降の開催時期は、衆議院議員総選挙の状況に応じて決定します。 

     また、必要に応じて追加の検討会を実施する場合があります。 
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令和３年５月１１日 

北九州市明るい選挙推進協議会 

会長 山 﨑  克 明  様 

北九州市選挙管理委員会 

委員長 富 増  健 次 

投票環境の向上に関する検討について（依頼） 

 時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 本年１月の北九州市議会議員一般選挙におきましては、明るい選挙の推進に関し、ご助

力をいただき、誠にありがとうございました。 

 さて、全国的な投票率低下の傾向が続く中、平成２９年に貴団体において実施された投

票環境の向上に関する検討結果に基づき、本委員会において方策をまとめ、各種施策を実

施してまいりました。その結果、今回の市議選の投票率は、前回を上回ることとなりまし

た。 

一方で、投票率自体は依然として低い水準にあります。また、デジタル化の進展などに

より市民の生活様式が変化する中、投票環境の改善は絶えず必要となっています。 

そこで、今回の市議選の結果を受け、貴団体において、以下の点に関して改善方策等に

ついてご検討のうえ、ご提案下さいますようお願い申し上げます。 

■検討いただきたい内容 

１ 今後の期日前投票等のあり方 

２ 主権者教育の仕組みづくり 

３ 新たな選挙啓発の方向性 
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